
万が一、被害に遭ってしまったら警察に通報・相談を！

日本サイバー犯罪対策センターとは、産業界、学術機関、法執行機関等、それぞれが持つサイバー空間の脅威への対処経験を集
約・分析し、その結果を共有することで、サイバー空間全体を俯瞰し、サイバー犯罪等のサイバー空間の脅威の大本を特定・軽
減・無効化することを目指す非営利団体です。
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https://www.npa.go.jp/bureau/cyber/soudan.html最寄りの警察署又はサイバー犯罪相談窓口

日本サイバー犯罪対策センター × 福岡県警察

サイバー衛生研修とは、中小企業等を対象に、そのサイバーセキュリティに関する基本的な知識を５項目
に絞り込み、短時間で学べるように工夫された研修です。
（最も基本的なことにフォーカスしているところから、日常生活におけるうがい、手洗いと同じレベルと捉
え、「衛生」という言葉が使用されています。）
この度、（一財）日本サイバー犯罪対策センターと福岡県警察共同で、県内企業の皆様のサイバーセキュ
リティのリテラシー向上のため、「サイバー衛生研修サイト」を作成しましたので、この機会に是非ご活用
ください。

サイトイメージ

◆サイトの概要◆

サイト URL：https://fukuoka-keisatsu.hygiene.jc3-learning.org
対 象：どなたでも利用可 ※本サイトを利用する際は新規アカウント作成（無料）が必要です。

※上記URLを社内で共有いただき、社員研修用等として自由に活用していただくことも可能です。

受 講 料：無料
内 容：e ラーニング形式のコンテンツとなっています。

「サイバーリスク」「フィッシングとランサムウェア」「情報資産管理・運用」「パスワード
管理」「被害に遭ったときの対処法」等に関する解説コンテンツに加え、確認クイズ（全６
問）や、事前・事後のアンケートで構成され、約３０分で終了する内容となっています。

サイバー衛生研修とは

https://www.npa.go.jp/bureau/cyber/soudan.html
https://fukuoka-keisatsu.hygiene.jc3-learning.org/

